
【生活科】教科提案

表現活動により気づきの質を高める生活科の学習

1 . 研究テーマ設定の理由

(1)学校提案とかかわって

本年度の学校提案「問い続け，学び続ける子どもたち」を受け，生活科部では，「表現活動から多く

の気づきを生む生活科の学習」をテーマに，子どもたちの表現活動を通して多くの気づきを生むこと

ができる学びを研究の柱にした。

「問い続ける」ことができるように，意欲的に身近な自然や人々，社会と直接かかわる活動や体験

を大切にしたい。それは，見たり，聞いたり，触ったり，かいだり，味わったりと，五感を研ぎ澄ま

せて対象に向き合うことである。なぜなら，低学年の発達段階には，文字言語や音声言語による認識

よりも，活動や体験によって認識を深めるという特徴があげられるからである。こうした活動や体験

を充実させることは，子どもたちが多くの気づきや疑問をつくるきっかけとなり，「問い続ける」こと

ができるのである。

また，「学び続ける」ことができるように，多様な方法を使っての表現活動を大切にしたい。活動や

体験したことを表現することで，自分の中に生まれていた気づきを自覚することにつながるのである。

また，友だちの表現に触れることで，新たな気づきや疑問につなげることもできる。新たな気づきや

疑問をもつことは，新たに学ぼうとする意欲につながり，「学び続ける」ことができるのである。

生活科の学びの中で，子どもたちが，学習の中に自分なりの価値を見出す過程を大切にしていきた

い。そのためにも子ども一人一人をみとりながら，授業に工夫を凝らしていきたい。

(2)生活科でめざす子ども像

①ひと• もの• ことに意欲的に関わろうとする子ども

活動や体験などに進んで取り組んだり， 「やってみたい」「次はどうだろう」などの前向きな姿勢

が見られたりする子どもを育てたい。他人事ではなく， 自分事として関わることで， 自ら問うこと

を生む子どもが育つと考えている。

②新たな気づきを生み出そうとする子ども

活動や体験，表現された言葉や絵などから，新しい気づきを生み出そうとする子どもを育てたい。

疑問を素通りするのではなく，繰り返しかかわる中で，新たな気づきを見出したり，疑問を生み出

したりすることで学び続けることができると考えている。

③自分自身や自分の生活と関連づけて考えられる子ども

友だちの発表を聞いて，「ぼくも前にあったのだけど...」と自分自身の経験と関連づけて考える

ことができるようにする。また，「わたしは，前にできなかったけど，頑張って00したからでき
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るようになりました。」など， 自分の過去を振り返り，成長した自分を感じ，これからも成長して

いきたいと思うことができるようにする。生活全般にわたって関連を見出したりしてさらに学ぼう

とする子どもを育てたい。

2. 生活科学習における「問い続け，学び続ける子どもたち」

(1)生活科におけるみとりと支援

生活科において，自分自身と関連づけながら学ぶ子どもを育てるためには，対象に価値があると感

じさせることが必要である。対象に価値があると感じさせるためには，輿味や関心をもてる教材を選

択し，単元の導入や展開 ・学習環境を工夫する必要がある。そのためには，子どもたちが何に興味を

示し，何に驚き，何を必要としているのかなどをみとり，学ぶ価値に近づける工夫をする必要がある。

また，新たな気づきを生み出させるために，表現活動を充実させる。表現活動とは，言葉 ・絵 ・動

作 ・劇化などである。同時に， ICT機器を活用し，写真や動画などを効果的に扱う ことで表現活動の

充実を図りたい。さらに，生活科の時間に限らず，朝の会や他教科の発表などでも，「よく 聞いてよく

考える」活動時間を確保するようにしたい。

(2)実践事例より

①1年生「おきにいりのばしょをしょうかいしよう」

子どもたちは，学校生活にもずいぶん慣れてきた。自分のお気に入りの場所を紹介し合う ことで，「こ

んな楽しいところがあるんだ」「00ちゃんの話していた場所に行ってみたいな」などと学校生活の幅を

もっと広げたいと思えるように単元を設定した。お気に入りの場所を言葉だけではなく ，絵や工作，粘

土，写真などに表現して伝えた。

けんじ： ぼくのお気に入りの場所は，4年の教室です。お兄ちゃんがいるからです。

じゅんこ：お兄ちゃんの名前はなんですか。 ＇ー •• • 
けんじ ：00000です。
あいな： 4年生の教室は，どんな教室ですか。

けんじ ：言うのは難しいです。

ゆきな：お兄ちゃんは， 何月生まれですか。

けんじ ：忘れました。

教師 ：実はけんじ君用意しているものがあるんです。

(C: そう，写真） 図1 けんじの発表

教師 ：どんなことをけんじ君がお兄ちゃんとしているのか

見せながら話してくれる？

けんじ：ゆびずもうをしています。お兄ちゃんの机でやりました。

教師 ：何してるかわかったかな。 (C : ゆびずも う）

たつお：どっちが勝ちましたか。

けんじ ：お兄ちゃんが勝ちました。

＜略＞

ともき：いつも遊んで楽しいですか。 図2 隣の子とゆびずもうをする

けんじ ：楽しいです。

この後， ゆびずもうをやったことがない子もいたので，けんじがゆびずもうの仕方を説明し，隣の子

と実際にやってみた。（図2)
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本時に至るまでの準備の時間には，けんじは，なかなか絵や工作，粘土に表そうとしなかった。そし

て，みんなが準備を終えるころ，けんじは慌てて4年生の教室にあったというリコーダーを紙粘土で作

った。作ったリコーダーのことをけんじに尋ねると，「4年生の教室にあったから ・・・ 」と答えた。話

をよく聞いてみると，お兄ちゃんと休み時間に楽しく過ごす4年生の教室のことを発表したいのだが，

どのように表現してよいのかわからず，困っていた。そこで，休み時間にどんなことをしているのかを

友達と一緒に写真を撮りに行くようにすすめた。けんじは，「先生，撮ってきたで」と嬉しそうに帰って

きた。写真を手にしてからは，みんなに発表するのも楽しみにしている様子だった。リコーダーを見せ

ながら発表していたら，けんじは4年生の教室で休み時間に楽

しく過ごすことを伝えることができなかったであろう。今回，

けんじにタイミングを逃さない支援ができたことで，けんじは

みんなに伝える楽しさを感じることができたと考えている。

ら

｀

• ...
.
'
 

．
 

1
 

ヽE
 

ふ
3
・

·• 
ぶ

ー`ヽ

響『

、9,

●

J
f
 

図3 けんじが作った粘土のリコーダー

②2年生「まちのすてき発見！」

1学期に行った「まちたんけん」では，学校の周辺を探検した。その中で，みんなで調べていく場所

を1つに決めた。

子どもたちの学習意欲をもち続けるために，事前に教師が教材化しやすい場所を調べておくことが，

重要であると考えた。そこで，「まちたんけん」を行う前に，教師が探検する場所を歩き，子どもたちが

興味をもちそうなお店に話を聞きに行った。その中で，教材として典味を引いたのは，和菓子店Fであ

る。そこの店舗は工場Kから商品を卸しており，工場Kは少し学校から離れているが，子どもの足で行

くことができる場所に立地されている。また，工場Kは，多

くのスーパーマーケットにも商品を卸しており，広い校区か

ら登校してきている本校の児童にとっても親しみをもつこと

ができるのではないかと考えた。和菓子店Fと工場Kともに

見学を承諾してくれたため，見学に訪れる日程を伝えておい

た。

探検当日は，お店側からも積極的に声をかけてくださった。

子どもたちも和菓子店Fに興味をもつ子が多く ，みんなで調

べていく場所が和菓子店Fに決まった。見学に行った際には，

お店の方が丁寧にインタビューに答えてくれて，「和菓子を作

っている工場があるらしいよ。行ってみたい ！」という声が

子どもたちから出て，工場Kの見学にも繋がった。工場Kで

は，和菓子の作業工程を見たり，多くの従業員さんと触れ合

ったりすることができた。また，行き先の書かれた仕入れ前

の和菓子や，運送用の自動車を見つけ，多くのスーパーマー

ケットヘ運ばれていることが分かり，新たな疑問や気づきに

繋げることができた。

図4 和菓子店F

固5 工場k
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3. 研究の展望

「問い続け，学び続ける子どもたち」を実践するために，以下の点を重視して研究を進める。

(1)教材との出合わせ方の工夫，効果的な具体物や事例の提示

子どもたちが意欲的に対象に関わっていくことができるように対象との出合わせ方を工夫しなけ

ればならない。そのためには，子どもたちの日頃のつぶやき，子どもたちの思いや願いを中心に出合

わせたい対象を選択したり，子どもたちの驚きを生む具体物や事例を提示したりするなどの工夫を考

えていく必要がある。

(2)子どもが意欲的に活動する場・環境

子どもたちが対象とじっくり向き合い，十分に活動することができるように，場や環境の設定を行

っていく。そのためには，見学先とのアポイントメントを密にし，子どもたちがその環境でどんな気

づきを生むことができるかを予想していく必要があると考える。

(3)表現活動の充実

活動や体験を通して，知ることは多くある。しかし，見聞のみで知識や技能が身についたり，新た

な気づきにつながったりするとは考えにくい。そこで，表現活動を充実させることで，友だちの考え

に触れたり，対象に対する新たな見方ができたりするのではないかと考えている。

表現活動は，言葉 ・絵や写真・動作・劇化などの方法が挙げられているが， 具体的にどのような取

り組みを行うことで主体的にかかわろうとするのか考える必要がある。以下の表にその例を挙げる。

日記感想文スピーチ

ークシートの活
／ 

紙芝居

予想図

スライドショー

イメージ図

ポスター制作

極

4. 研究の評価

まねっこ

踊り

動作や劇化|

子どもたちの行動観察記録を適宜とる。行動観察記録には，学校生活の様子や，時には家庭での

取り組みの情報を保護者や本人から得て記録していくことも含め，評価する。また，初発の気づき

と，表現活動後の新たな気づきの変化や子どもの変容をワークシートなどの表出物から評価する。
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